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大人（教師や保護者）の役割 ～「努力」は「夢中」に勝てない。～

陸上競技の４００ｍ障害でオリンピックや世界選手権に出場した為末 大（ためすえ だい）さんが、初めて子ど
も向けに書いた絵本「生き抜くチカラ ボクがキミに伝えたい５０のことば」を出版しました。その中に、『「努力」
は「夢中」に勝てない』ということばが載っています。その意味は、本当に強いのは、苦しい努力をがんばって根
気よく続ける人よりも、そのことがおもしろくて、つい夢中になっていたという人。「努力」は「夢中」に勝てな
い。成功のポイントは、夢中になること。だそうです。なるほどと納得してしまいました。
先日、たまたまNHKスペシャル「ボクの自学ノート～７年間の小さな大冒険～」という番組を観ました。自ら

テーマを見つけて、新聞記事などを使いながら学ぶ「自学」を小３～中３までの７年間、人知れず続けた北九州市
在住の少年（梅田 明日佳くん）の記録で、昨年の「子どもノンフィクション文学賞」大賞作を基に描くドキュメ
ンタリーでした。梅田くんもすごいですが、自学ノートに夢中になるきっかけを与えた大人もすばらしいですね。
上の記事の中でも広島大学の難波教授が、読解力の訓練は、教えてあげない限りはできるようにはならないと言

われています。我々大人が子どもたちに、読むことの楽しさを手本で示してあげることも必要ではないでしょうか。
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